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1．はじめに
1878年、明治政府により日本初の体育の研究・
教育機関である体操伝習所が設立され、その伝統
は、高等師範学校体育専修科（1886）、東京高等師
範学校体育科（1915）に継承された。その後、1949
年新制大学として東京教育大学が開学される際、体
育の歴史を研究する体育学第二講座（体育史）が開
設され、その名称は 1964年「体育史」に変更された。
また、1973年東京教育大学のつくば移転に伴い「体
育史」講座は筑波大学「体育史研究室」に引き継が
れ現在に至る 1）。この長い間、本領域では主に西洋
体育・スポーツ史とそれが日本に伝来・受容される
過程が研究され、学校を中心とした大まかな日本の
近代体育史像が描かれてきた。
ところが、西洋の体育・スポーツが日本に定着し
たのは、世界の列強が帝国主義の下で自国の勢力拡
大を推し進めていた時期であり、日本も後発的な近
代化から欧米列強に対応する諸改革の中で、体育・
スポーツが奨励されたのである。したがって、国
民皆学と国民皆兵は近代国家にとって車の両輪で
あった 2）ことからも窺えるように、日本の近代体育・
スポーツをより正しく理解するには、軍事との関係
を見据えたより精緻な研究が求められている。
しかし、終戦後 70年が経ったにも関わらずこれ
までの体育学研究では、ミリタリズムが色濃く映ら
れた学校体育実践からは目を背け、当時の実像は明
らかにされず、その教訓を反芻することすら困難な
状況である。また、時代の価値観によって優先順位
化された史料や優劣化された史観に縛られ、政策と
実態の乖離の溝を見過ごしてきたと言っても過言
ではない。
このような反省から本研究は、太平洋戦争勃発前
から今日まで体育中心主義の学校経営を志し、体
育実践に力を注いできた千葉県市原市戸田小学校
に着目した。当校は、文部省と対立した三橋喜久雄
（元東京高等師範学校教授）の指導によって、要綱
に沿わないデンマーク体操を中心とした体育実践
を強化してきたこと、戦時下では全国的な体育優秀
校として指定され航空体育の実践校として選ばれ
たこと、軍事予備教育としての体育実践を余儀なく
された時代に自律的体育を貫いたことなどから、こ
れまでの研究では見出すことのできなかった当時
の体育実践の実態や、日清・日中戦争から影響力を
増した軍部の体育への関与を窺う新たな切り口に
なりうると考えられる。本稿では、この戸田小学校
の体育実践の解明に当たり、当校で実施した現地調
査による収集資料を報告する。
2．現地調査及び資料収集
2013年 10月、80年以上絶えずに続けられている
戸田小学校の公開研究会に赴き、戸田体育の実演を
見学・収録しながら、情報収集及び関係者との意見
交換を行うなどの予備調査を実施した。その後の
2014年 3月から、当校の校長、研究主任教諭、体
育主任教諭の許可・協力を得て当校に対する現地調
査を行い、校内の関連資料を撮影・収集した。それ
以降、電話・手紙などで関係者と連絡を取りながら、
追加資料の収集に努めた。また、映像資料の中で古
いマイクロフィルムの一部は、学術情報メディアセ
ンターや専門業者によって復元・デジタル化し、原
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本とデジタル本 1部を当校へ返却・寄贈した。収集
した資料は、種類別・時期別に分類し目録化した。
3．収集資料の概要
収集した資料は、主に校庭の石碑、体育館内の掛
け軸・旗・賞杯・賞状・写真などの遺物と、校長室
の資料・掛け軸・賞杯・賞状・写真、体育資料室の
所蔵資料である。体育資料室の所蔵史料は「公開研
究会紀要」、記念誌等の「雑誌類」、戦後の教科課
程等が記された「カリキュラム類」、体育全般に関
する記事や戸田体育が報道されている部分を切り
取った「新聞報道スクラップ類」、体操公開研究会
の写真が収められている「アルバム類」、戦前の体
操公開研究会の様子などを記録した「映像資料」に
大別することができる。その概略は＜表 1＞の通り
である。
表 1　戸田小学校体育資料室所蔵資料
種類 表紙題目および規格 年代 目次 /内容 著者・編集者
1）公開研究会紀
要
各公開研究会名
18.0× 24.0㎝
1934~1972* 講師と指導案は各年共通 * 戸田小・中学校
2）雑誌類 真体育（第二号）
15.0× 22.3㎝，31頁
1932年 眞体育，瑞典・丁抹の體操と我等の體操，
生活指導現今體操教授の諸問題，ブック
氏の體操と我等の態度，私のバスケット
ボール心理，體育界に叫ぶ，高學年の體
操，體操科の根本原理に就て，遊戯關所
破り（上り下り），尋一・二學年教案例，
横濱市に於ける體育の動き
大日本體育道人会
体育断想
17.7× 24.8㎝，20頁
1939年 全校体操，私どもの体操，体操指導の信
念と箴則，体操科指導案立案に就いて，
体操教授断想，聲を出す体操について
戸田尋常高等小学校
戸田村の躰操
17.7× 24.8㎝，36頁
1946年 その起こり，その精進，その思出，その
成果，或公開研究会の記録，戸田の子供，
この信條，この傳統，再起，戸田を去る
に當って
宮田淳
戸田小学校
17.7× 24.8㎝，50頁
1959年 学校経営と体育，歩みの概要と課題，児
童発育状況，年次別校内研究概要，年次
別公開研究会概要
戸田小
戸田体育 40年の歩み
17.7× 24.8㎝，20頁
1969年 学校経営と体育，歩みの概要，資料 戸田小
戸田を想う（第 3集）
18.0× 26.0㎝，79頁
1979年 三橋体育研究部関係，卒業生関係，在校
生代表，現職員関係
戸田小
体操の原理と問題点
18.2× 25.7㎝，23頁
1996年 体操の運動生理学的考察，体操の解剖学
的原理，体操に於ける組織・構成上の問
題点
中村基
3）カリキュラム 保健体育カリキュラム附
能力表
17.7× 24.8㎝，109頁
1950年 保健体育カリキュラムの構成について，
保健体育カリキュラム構成の基礎的調
査，小学校体育指導計画，小学校体育能
力表，中学校保健体育指導計画，中学校
保健体育能力表
戸田小・中学校
保健体育カリキュラム附
能力表・健康教育計画
17.7× 24.8㎝，81頁
1952年 小学校体育の目標，中学校保健体育，戸
田校体育の概要
戸田小・中学校
4）新聞報道スク
ラップ類
新聞報道
23.6× 30.2㎝，49点
戸田小・中学校教員
戸田体育充実期
23.6× 30.2㎝，37点
戸田小・中学校教員
スクラップブック
23.6× 30.2㎝，41点
戸田小・中学校教員
5）アルバム アルバム
23.6× 31.5㎝，26点
戸田小・中学校教員
第 40回公開研究会アル
バム（戸田中）
23.6× 31.5㎝，3点
1969年 10月 戸田小・中学校教員
45千葉県市原市戸田小学校の体育資料に関する調査報告
6）映像資料 戦前体操
13分 21秒
1941年 1941年の公開研究会 不明
昭和 16年戸田小学校体
育公開研究会　
53秒
1941年 1941年の公開研究会 不明
体育参観
5分 38秒
不明 戸田小運動会の様子， 八幡小学校教員より
1955年に受け入れ
1968年の公開研究会
10分 45秒
1968年 1968年の公開研究会の様子 不明
いまどき小学校
6分 21秒
1992年 戸田体育の紹介 テレビ朝日
戸田体育のあゆみ
64分 44秒
1999年 1941年の公開研究会，1998年の公開研
究会，1999年の 70周年記念公開研究会
戸田体育 70周年記
念事業実行委員会
戸田体育とともに…
10分 39秒
1999年以後 戦前・戦中の戸田体育の回想・解説，デ
ンマーク体操，1999年
市原市戸田小学校
大運動会
5分 10秒
不明 戦前の公開研究会の映像 戸田小学校
*1940、1943、1945、1946、1947、1948、1949、1970年は欠巻
4．おわりに
欧米伝来の体操が日本に定着していく過程にお
いて、従来の研究は度重なる体育関連の要目・要項
の変更に注目し、制度史を中心とした近代日本体育
史を語ってきた。それに対し本研究では、学校体育
行政の末端である公立小学校の所蔵資料を発掘し、
資料収集及び整理に努め、一例ながら当時の学校体
育実践の様子を垣間見た。
戸田小学校体育資料室に所蔵されている諸資料
は、戦前・戦中・戦後にかけて行われてきた第一線
での日本学校体育の一端を物語っている貴重な資
料であり、国・官が制定し推進した制度史としての
体育とその実像の乖離を示唆するものでもあった。
付　記
本研究の一部は、平成 26年度筑波大学体育系研
究プロジェクトの支援を受けて実施されたもので
ある。また、これら収集資料のより詳細な内容に関
しては、別稿の拙論を参照されたい。
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